
＜販売について＞
 青梅の収穫量は年間約15～20トン。
 青果として市場に販売すると、原価割れの価格となるため、自
ら価格を決定できる自家加工品として、直接販売を行っている。
 バイヤーから輸出の誘いもあったが、国内販売を優先している。
 「都城盆地鶯宿梅の梅干し」が原料と製法にこだわった地域食
品ブランド「本場の本物」の認定を宮崎県内で初めて受けた。

＜基本情報＞
所在地：宮崎県都城市
＜農場概要＞
 梅 約７ha（1,800本）品種：鶯宿梅 (全体の約7割)、光友一号、白加賀など
 無農薬で栽培し、自社で無添加加工・製造を行い販売。

＜病害虫対策・除草対策・土づくり＞
 病害虫対策

梅の周りに深い溝を掘り、大量の堆肥投入により樹勢を強くする
ことで病害虫の被害を抑え、被害を受けた枝は小まめに剪定するな
ど小まめに対処している。

 雑草対策
刈払機で年に6回前後。

 土づくり
開園以来50年以上、園の下草、河川敷の

草、油粕、鶏糞など動植物由来の有機物を施
用することで、細い棒が１メートル以上入る
柔らかい土壌を培う。

＜現場の課題＞
 梅園の管理、製品の販売等は今後、高齢化
等により労働力の確保が難しくなるため、作
業工程の機械化が必要。

＜今後の展開＞
 これ以上の規模拡大ではなく、土づくりに
専念し、樹木に最適な環境を作り、有機栽培
の循環サイクルを次世代へ継続させる。
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＜有機農業に取組むきっかけ＞
 終戦直後、農薬により虫などがいなくなったり、土壌が固くな
るなどの現場を見て、無農薬の自然栽培を目指した。
 企業理念は、食べ物はすべて「土から生まれて土にかえる」。

と く し げ こうばいえん

有機農業の取組☞㉟


